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石
川
五
右
衛

門
の
「
賽
の
河

原
…
」
の
よ
う

に
犯
罪
は
世
の

付
き
物
だ
が
、
家
庭
内
暴
力

と
幼
児
虐
待
は
被
害
者
の
不

憫
さ
と
社
会
的
病
根
の
深
さ

に
や
り
切
れ
な
さ
を
感
じ

る
。
豊
か
な
社
会
で
も
他
人

と
の
比
較
で
嫉
妬
や
怨
嗟
が

膨
ら
み
幸
福
感
が
遠
の
い
て

し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。
事
件

を
飯
の
種
に
し
て
い
る
ワ
イ

ド
シ
ョ
ー
の
出
演
者
た
ち
は

野
次
馬
根
性
よ
り
見
識
や
優

し
さ
が
求
め
ら
れ
る
。

　

人
類
の
進
化
が
負
の
進
化

を
伴
う
よ
う
に
科
学
の
進
歩

が
マ
イ
ナ
ス
面
を
併
せ
持
つ

こ
と
か
ら
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
思
考

に
陥
り
そ
う
で
、
貨
幣
経
済

と
金
権
思
想
が
表
裏
一
体
に

見
え
て
く
る
。
時
代
劇
で
江

戸
っ
子
が
「
金
じ
ゃ
な
い
。

男
の
心
意
気
だ
」
と
粋
が
っ

て
い
る
の
が
格
好
良
く
少
量

で
も
現
実
で
あ
っ
て
ほ
し
い

場
面
で
も
あ
る
。

　

医
療
問
題
も
進
歩
に
伴
い

医
療
内
容
の
多
様
化
か
ら
格

差
も
生
じ
、
建
前
の
平
等
と

権
利
保
障
の
前
に
経
済
優
先

と
な
る
。
い
つ
首
に
な
る
か

分
か
ら
ぬ
リ
ス
ク
を
抱
え
仕

事
を
休
み
、
な
け
な
し
の
金

を
持
っ
て
医
者
へ
行
く
の
が

困
難
な
人
は
稀
で
な
い
の
が

厳
し
い
現
状
で
あ
る
。

　紙面へのご意見や感想、投稿記
事などを新聞部までお寄せくださ
い。紙面に掲載させていただいた
場合は、図書カード３千円分を進
呈いたします。
（郵送やファクスで、協会新聞部
までお寄せください）

　

橋
下
氏
は
、
政
府
が
「
大

阪
都
構
想
」
の
実
現
に
必
要

な
法
改
正
等
を
行
わ
な
い
場

合
に
国
政
進
出
す
る
こ
と
を

臭
わ
せ
つ
つ
、
そ
の
見
通
し

が
立
て
ば
大
阪
維
新
の
会
は

解
散
す
る
と
公
言
し
て
い

た
。
そ
し
て
、
民
主
・
自
民

・
公
明
・
み
ん
な
な
ど
７
会

派
は
「
大
阪
都
構
想
」
を
実

現
さ
せ
る
手
続
き
を
定
め
た

大
都
市
特
別
区

設
置
法
案
を
８

月
に
共
同
提
案

し
成
立
さ
せ

る
。

　

と
こ
ろ
が
、

大
阪
維
新
の
会
は
８
月
末
に

「
維
新
八
策
」
と
い
う
政
策

メ
ニ
ュ
ー
を
発
表
す
る
。
そ

の
中
身
の
大
部
分
は
、「
大

阪
都
構
想
」
と
は
関
係
の
な

い
国
家
的
方
針
で
占
め
ら
れ

て
い
る
。
９
月
に
は
、
大
阪

て
い
な
い
中
、
こ
の
よ
う
な

彼
ら
の
政
治
行
動
が
自
ら
の

権
力
欲
の
み
に
支
え
ら
れ
て

い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

新
自
由
主
義
復
古

　

「
維
新
八
策
」
は
、
こ
れ

る
シ
ス
テ
ム
を
「
自
己
責

任
」
原
則
に
貫
か
れ
た
も
の

へ
と
改
変
す
る
の
が
「
維
新

八
策
」
の
理
念
で
あ
る
。
か

つ
て
の
構
造
改
革
路
線
を
急

進
的
に
推
し
進
め
る
新
自
由

主
義
の
復
古
に
ほ
か
な
ら
な

大
阪
府
・
市
で
条
例
化
さ
れ

た
も
の
に
つ
い
て
は
法
制
化

す
る
と
い
う
。
第
二
に
、
国

や
自
治
体
の
役
割
を
極
限
に

ま
で
小
さ
く
し
、
市
場
原
理

主
義
を
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
領

域
へ
押
し
広
げ
よ
う
と
し
て

維
新
の
会
は
「
日
本
維
新
の

会
」
へ
と
看
板
を
付
け
替

え
、
既
成
政
党
や
地
域
政
党

と
の
駆
け
引
き
を
繰
り
返
し

つ
つ
、
次
期
総
選
挙
で
国
政

の
中
枢
へ
食
い
込
む
画
策
を

し
て
い
る
。
大
阪
・
関
西
で

の
実
績
が
ほ
と
ん
ど
得
ら
れ

ま
で
の
社
会
を
「
リ
セ
ッ

ト
」
し
、
自
立
す
る
個
人
・

自
立
す
る
地
域
・
自
立
す
る

国
家
を
実
現
す
る
と
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
、
統
治
機

構
、
教
育
、
社
会
保
障
、
経

済
、
雇
用
、
税
制
、
外
交
、

防
衛
に
至
る
ま
で
、
あ
ら
ゆ

い
。

　

「
維
新
八
策
」
の
特
徴
は

以
下
の
点
に
ま
と
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
第
一
に
、
大
阪

で
の
様
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

国
全
体
へ
広
げ
る
こ
と
が
強

調
さ
れ
て
い
る
。
公
務
員
制

度
改
革
や
教
育
改
革
な
ど
、

い
る
。
こ
れ
ま
で
市
場
化
に

は
屈
し
て
こ
な
か
っ
た
医

療
、
福
祉
、
教
育
、
雇
用
ま

で
が
大
き
く
自
由
化
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。
第
三
に
、

政
府
機
構
、
税
制
、
労
働
制

度
、
教
育
制
度
な
ど
が
全
て

経
済
成
長
の
手
段
と
し
て
変

質
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
こ
に
盛

り
込
ま
れ
た
政
策
は
大
企
業

と
高
所
得
者
へ
の
優
遇
策
の

オ
ン
パ
レ
ー
ド
で
あ
り
、
そ

の
行
き
着
く
先
は
不
平
等
の

拡
大
と
社
会
統
合
の
腐
敗
・

崩
壊
で
あ
る
。

大
衆
煽
る
組
織

　

維
新
の
会
に
対
す
る
一
時

の
熱
狂
は
治
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
政
治
が
統
治
力
を

全
く
失
っ
て
い
る
い
ま
、
破

壊
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
攻
撃
性

に
よ
っ
て
大
衆
を
煽
る
政
治

組
織
が
た
え
ず
現
出
す
る
状

況
は
続
く
。「
維
新
八
策
」

も
そ
の
た
め
の
手
段
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
維
新
の
会
は
、

既
存
の
政
治
集
団
や
政
治
家

な
ど
と
の
政
治
的
駆
け
引
き

に
執
心
し
て
い
る
。
市
民
の

暮
ら
し
は
彼
ら
の
視
界
の
外

に
あ
る
よ
う
だ
。

　

こ
れ
か
ら
の
選
挙
は
日
本

の
命
運
を
握
る
重
大
な
も
の

と
な
る
。
無
責
任
な
傍
観
者

の
よ
う
に
政
治
を
選
択
す
る

こ
と
は
も
う
許
さ
れ
な
い
。

維
新
の
会
に
よ
っ
て
変
質
さ

せ
ら
れ
た
大
阪
の
実
態
を
国

民
の
心
に
届
け
て
い
く
こ
と

が
焦
眉
の
課
題
で
あ
る
。

�

（
つ
づ
く
）

　

野
田
首
相
は
16
日
、
衆
院

を
解
散
し
た
。
消
費
税
増
税

や
社
会
保
障
改
悪
、
原
発
再

稼
働
な
ど
、
国
民
の
願
い
を

裏
切
り
、
政
治
に
混
乱
を
も

た
ら
し
た
民
主
党
の
責
任
は

極
め
て
重
大
だ
。
衆
院
選
を

通
じ
て
、
厳
し
い
審
判
を
下

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

私
た
ち
は
３
年
前
の
衆
院

選
で
、
貧
困
や
格
差
、
医
療

崩
壊
を
引
き
起
こ
し
た
自
民

・
公
明
両
党
の
新
自
由
主
義

「
構
造
改
革
」
に
ノ
ー
を
突

き
つ
け
た
。
政
権
に
就
い
た

民
主
党
は
、
国
民
が
期
待
し

た
政
策
を
次
々
と
「
後
退
」

さ
せ
、
自
公
時
代
に
逆
戻
り

す
る
政
治
へ
と
変
貌
し
た
。

　

極
め
付
き
は
「
社
会
保
障

・
税
一
体
改
革
」
だ
。
自
公

と
密
室
で
談
合
し
、
消
費
税

増
税
と
社
会
保
障
の
切
り
捨

て
を
決
定
し
て
法
案
採
決
を

強
行
。
国
民
不
在
の
な
か

で
、
民
自
公
が
「
構
造
改

革
」
路
線
を
突
き
進
ん
だ
。

　

３
党
の
社
会
保
障「
改
革
」

は
、「
自
立
・
自
助
」を
強
調

し
、
保
険
給
付
の
縮
小
や
受

診
時
定
額
負
担
な
ど
「
命
」

や
「
健
康
」
を
削
る
政
策
が

並
ぶ
。
実
施
さ
れ
れ
ば
、
受

診
抑
制
で
患
者
が
激
減
し
、

医
院
経
営
が
成
り
立
た
な
く

な
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

　

消
費
税
増
税
を
め
ぐ
っ
て

は
、
世
論
調
査
で
「
反
対
」

が
７
割
を
超
え
て
い
る
。
全

国
保
険
医
団
体
連
合
会
の

「
会
員
の
実
態
意
識
調
査
」

で
も
医
師
・
歯
科
医
師
の
過

半
数
が
反
対
し
、
医
療
保
険

財
源
と
し
て
大
企
業
の
法
人

税
・
富
裕
層
の
所
得
税
を
増

や
す
べ
き
と
の
回
答
が
１
位

・
２
位
を
占
め
た
。
国
民
・

開
業
医
の
願
い
を
実
現
す
る

に
は
、
消
費
税
増
税
の
中
止

と
社
会
保
障
改
悪
の
撤
回
を

掲
げ
る
国
会
議
員
を
一
人
で

　

４
日
の
「
保
険
で
よ
い
歯

科
医
療
を
大
阪
連
絡
会
」
の

市
民
講
座
に
過
去
最
高
の
２

７
５
人
が
参
加
し
、
口
か
ら

体
を
健
康
に
す
る
こ
と
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
。
今
後
も
様
ざ

ま
な
団
体
、
個
人
と
共
同
を

広
げ
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

　

要
治
療
児
童
の
半
数
が
未

受
診
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
学
校
歯
科
治
療
調
査

に
つ
い
て
、
養
護
教
諭
と
意

見
交
換
し
、
報
告
書
に
ま
と

め
、
関
係
先
に
改
善
を
求
め

て
い
く
。
同
調
査
は
Ｍ
Ｂ
Ｓ

で
19
日
に
放
送
さ
れ
る
な
ど

注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

会
務
運
営
で
は
、
来
年
５

月
18
日
に
通
常
評
議
員
会

を
、
同
26
日
に
定
期
総
会
を

開
く
。
平
和
と
民
主
主
義
に

つ
い
て
は
、
大
間
原
発
建
設

再
開
と
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
で

そ
れ
ぞ
れ
理
事
会
声
明
を
採

択
し
た
。�

（
３
面
に
声
明
）

も
多
く
当
選
さ
せ
る
こ
と

が
、
重
要
な
カ
ギ
と
な
る
。

　

選
挙
が
近
づ
く
な
か
で
、

「
第
３
極
」
を
名
乗
る
新
党

が
勢
力
結
集
を
画
策
し
て
い

る
。「
政
治
を
変
え
た
い
」

と
い
う
国
民
の
思
い
の
受
け

皿
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
が
、
世

論
と
の
乖
離
が
顕
著
に
な
っ

て
い
る
。「
太
陽
の
党
」と
合

流
し
た
「
日
本
維
新
の
会
」

　

協
会
は
第
19
回
理
事
会
を

10
日
に
開
き
、
消
費
税
増
税

の
不
当
性
、
社
会
保
障
改
革

推
進
法
の
危
険
性
を
広
め
、

総
選
挙
で
歯
止
め
を
か
け
る

こ
と
を
当
面
の
重
点
に
し

た
。
政
党
や
国
会
議
員
の
態

度
を
宣
伝
す
る
と
共
に
、
候

は
、
消
費
税
増
税
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
、
原
発
存
続
を
打
ち
出

し
た
。「
第
３
極
」
と
言
い

な
が
ら
、
民
自
公
の
新
自
由

主
義
「
構
造
改
革
」
路
線
を

強
力
に
進
め
る
勢
力
で
あ
る

こ
と
は
一
目
で
分
か
る
。

　

消
費
税
増
税
や
医
療
・
社

会
保
障
切
り
捨
て
を
進
め
る

政
党
に
国
の
将
来
は
託
せ
な

い
。
衆
院
選
で
は
、
今
度
こ

補
者
の
立
場
を
鮮
明
に
さ
せ

る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
や
原
発
ゼ

ロ
な
ど
の
争
点
に
つ
い
て

も
、
政
策
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
会
員
に
提
供
し
て
い
く
。

　

「
救
急
医
療
の
充
実
を
求

め
る
」
請
願
署
名
に
会
員
２

５
７
人
か
ら
１
７
０
０
筆
の

そ
「
構
造
改
革
」
の
呪
縛
を

断
ち
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
国
民
生
活
を
後
回
し
に

し
て
き
た
経
済
・
財
政
政
策

を
大
本
か
ら
転
換
し
、
大
企

業
・
大
資
産
家
に
応
分
の
負

担
を
求
め
、「
命
」
を
守
る

た
め
に
医
療
・
社
会
保
障
の

充
実
に
真
摯
に
取
り
組
む
政

党
・
候
補
者
を
選
択
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

協
力
が
あ
り
、
12
月
府
議
会

に
提
出
す
る
。
12
月
か
ら

は
、
窓
口
負
担
軽
減
の
国
会

請
願
署
名
に
取
り
組
む
こ
と

を
決
め
た
。「
消
費
税
増
税

の
中
止
」
と
「
原
発
ゼ
ロ
」

の
各
署
名
も
で
き
る
と
こ
ろ

か
ら
取
り
組
む
。

　

衆
院
選
の
投
開
票
が
12
月
16
日
に
決
ま
っ
た
。
消
費
税

増
税
を
含
む
「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
」
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、

原
発
の
是
非
が
主
な
争
点
。
小
澤
力
理
事
長
は
20
日
、衆

院
選
に
向
け
た
談
話
を
発
表
し
、「
命
」
を
守
る
政
治
へ

の
転
換
を
求
め
た
。
談
話
は
以
下
の
通
り
。

「
自
己
責
任
」貫
く「
八
策
」

市
民
の
暮
ら
し
は
視
界
の
外

「
命
」守
る
政
治
へ

第19回
理事会

基 

軸
日
本
維
新
の
会

ね
ら
い
と
実
態

❹

立
命
館
大
学
教
授
　
森
裕
之

消費税や医療・社会保障をめぐる各党の政策
消費税 医療・社会保障

民　主
自　民
公　明

14年に８％、15年に10％に引き上
げ

「自立・自助」を基本に社会保障費を削
減。医療費を「適正化」

生　活
第　一

「消費税増税法は廃止」。無駄遣
いの是正で財源確保

医療保険制度の一元化。医師・看護師の人
的拡充。医薬品使用の「適正化」

共　産 大企業などに応分の負担を求め、
消費税に頼らない税制を提案

社会保障を「拡充」へ抜本転換。窓口負担
を軽減し、診療報酬を増額

維　新 消費税率11％を目安に、地方税化 社会保障費の「合理化」。混合診療の完全
解禁。軽症患者の自己負担増

社　民 消費税増税に反対し、不公平税制
をただす

医師数をＯＥＣＤ並みにし、診療報酬改善。
皆保険堅持し無保険者をなくす

みんな 消費税増税法に反対も、「将来的
な増税」を容認

医療などの負担と給付を明確化。医療費を
増やし規制緩和で医療産業の成長を図る

解散前勢力10議席以上の政党の公約や政策から作成
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